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綾 町□オーガニックビレッジ全国集会

令和7年1月16日 綾町長 松本 俊二

オーガニックビレッジ取組紹介
宮崎県 綾町

綾町自然生態系農業推進会議
https://aya-organic.com/

綾オーガニックスクール 特設サイト
https://aya-organic.com/school/
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0．はじめに
宮崎市から北西約24kmに位置

人口約6,600人（R6.3.1現在）

面積95.19k㎡

町の80％が森林

  そのうち80％が国有林

日本最大規模の照葉樹林

1982(S57)年 九州中央山地
国定公園に指定

 自然生態系を生かして育てる町にしよう

 健康で豊かな活力ある町にしよう

 青少年に誇りと希望をいだかせる町にしよう

 生活文化に創意と工夫をこらす町にしよう

 思いやりとふれあいで明るい町にしよう

綾町憲章（昭和58年3月制定）

綾町マスコットキャラクター
☆もりりん☆

綾町のまちづくり
  ・ほんものをつくるまち

・手づくりのまち
・観光イベントのまち
・スポーツ合宿のまち

 
 基本理念
「自然と調和した豊で活力に満ちた教育文化都市」

農業の現状

綾手づくりほんものセンター
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R5.4.28

40年以上前から「自然生態系」を生かす農業（町づくり）を
展開してきました。国のみどりの食料システム戦略に併せて、こ
れまでの取組みを発展させ、未来の農業のにつなげようという
思いを込めて「オーガニックビレッジ」を宣言しました。

□オーガニックビレッジ全国集会

１．オーガニックビレッジ宣言

1973年（S48） 一坪菜園の普及と野菜の種子の配布
家庭菜園コンクール

1988年（S63） 「自然生態系農業の推進に関する条例」を制定

1989年（H.元） 綾手づくりほんものセンター開設
 有機農業開発センター設置
 有機農業推進会議・実践振興会発足

2012年（H24） 「綾ユネスコエコパーク」登録

2023年（R5） 「オーガニックビレッジ」宣言

・森林伐採計画への反対
・町民の健康維持、食生活の改善

・自然生態系を守りながら消費者の健康と文
化的な生活の確保と健全な土づくりを目指す

・町づくりの基本となり他分野
（商工観光や移住政策等）への展開

郷田 實 氏 前田 穰 氏
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R5.3
「綾町オーガニック給食の推進に関する条例」を制定
学校給食における野菜については、町独自の認証制度に基づき認証された野菜を積極的に取り入れており、同時に地産地消の推進を行っ
ています。今後さらに学校給食へ多くのオーガニック食材を提供することで、将来を担う子どもたちが食や環境への関心、郷土愛を深めていくこ
とにつながります。

□オーガニックビレッジ全国集会

2.オーガニック給食

【近年の取組み】

令和5年度
・ワーキンググループ 4回開催
・先進地視察研修
（福岡 ふたば幼稚園 伝統和食）
（東京 武蔵野市 給食センター）

令和6年度
・ワーキンググループ 2回開催
・有機米の取組みの開始
12月～小中学校へ提供開始
（生産者5名、収量計4.2ｔ）
紙マルチ田植機、アイガモロボット一部活用
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3-1．オーガニックスクール
有機農業を学べる学校
有機農業の生産者育成と栽培技術の継承を目的に令和５年６月10日に開校

R6.4入校式・記念撮影 スクール講師（アヤオーガニックワークスメンバー）

研修生実習の様子

□オーガニックビレッジ全国集会

1期生1名、2期生３名の計４名の研修生は、綾町の自然生態系農業の理念や取り組み、農業
経営、土づくり、栽培技術、農業機械の操作を学び、１年後と２年後に綾町での就農を目指しま
す。また、地域おこし協力隊としても活動しており、地域密着型のスタイルで地元にも貢献していま
す。
（令和6年度主な活動）
・耕作放棄地の整備、熊本県南阿蘇村研修、就農相談会への参加、郷土芸能への参加etc

事業主体：
綾町自然生態系農業推進会議
（事務局 役場農林振興課）

委託

運営主体：
合同会社アヤオーガニックワークス

スクールの運営体系
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3-2.オーガニックスクール
・実践的な技術：陽熱処理、湛水防除、輪作体系
太陽熱処理中の圃場（人参）

□オーガニックビレッジ全国集会

・専門的な座学講座：R6土づくり、天敵について（各5回開催）併せてほ場調査も実施

1
古くて新しい農業技術
バイオスティミュラントや緑肥を活用して持続的な有機農業の実践へ

2
実践！畑でマイクロバイオティクス
身近な資源（プレバイオティクス）を活かして微生物（プロバイオ
ティクス）の力を引き出す土づくり

3
有機農業だからこそスマート化の検討を！
土壌中の有機物や養分を視える化して、実践的な管理に活かす

4
土の’触診’してみませんか？
畑の土の硬さ一つから見えてくる土壌の物理性

5
土の健康診断していますか？
診断データを読み解いて、土壌や作物、微生物に良い食生活（施肥設
計）を考えませんか？

1
畑で害虫が増えるメカニズム
目からうろこ？病害虫防除で見逃されている取組み

2
害虫を抑えてくれる天敵とは～何でも屋とスペシャリスト
大きく二つに分けられる天敵のキャラクターを知ることで

3
生態系の重要原理を畑に導入
原理といえば難しそうですが、取組みはシンプル

4
応用編～自分の畑や周辺環境に合わせたデザイン
皆さんの畑に合わせたデザインを

5
持続可能な農業から再生可能な農業へ
環境にやさしい農業から、地球環境を創る農業へ

〇土づくり講座 環境土壌クリニック 神原 哲士氏 〇天敵利用講座 宮崎大学農学部 元教授 大野和朗 氏

畑かんを利用した湛水防除 天敵温存植物の活用（ソルゴー）
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4．有機農業推進大会

□オーガニックビレッジ全国集会

3-3.オーガニックスクール

宮崎日日新聞 R6.10.19

日本農業新聞 R6.6.25

様々なメディアにも取り上げていただき、有機農業を学ぶスクールの活動を全国へ発信しています。
栽培や経営について体系的に学ぶ超実践形式であることや耕作放棄地をスクールで整備して卒業業後に自らの農地として活
用すること、農産物の販売先が確保されていること、地域おこし協力隊として地域活動へ参加していることは特に関心を寄せら
れています。
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4．有機農業推進大会
R6.11.10 第33回有機農業推進大会を開催しました。
生産者と消費者をつなぐ大会で、毎年テーマを決めて講師を招いています。
今年度は、 有機給食で先進的な取組みをされている 福岡市 志賀島学園 理
事長 小崎 孝子 氏をお招きして、伝統和食についての重要性についてご講演い
ただきました。

□オーガニックビレッジ全国集会

そのほか、オーガニックスクール生、農協青年部の意見発表なども行いました。
第1部が終了すると、小崎先生のレシピを元に綾町産オーガニック野菜をたっぷり
使ったお味噌汁のふるまいを行いました。約200名の参加がありました。
今後も消費者と生産者が一同に介し、共通の話題をともに学ぶ機会をつくっていき
たいと考えています。

大会に併せて、地産地消や有機野菜をテーマに綾小学校5年生に標語を作って
もらいました。最優秀賞は、「新鮮な 野菜をたくさん かぶりつく」でした。

オーガニックスクール生 意見発表 おみそ汁のふるまい
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ご清聴ありがとうございました

□オーガニックビレッジ全国集会

（課題）
・オーガニックスクール卒業後の支援体制について
農業関係支援資金のサポート体制や農地確保。

・施設野菜の取組み体制の見直し
基幹品目である施設きゅうりの減農薬体制（天敵活用）の構築。
（みどり交付金 グリサポ事業活用中）

・有機米の取り組み拡大
有機給食米の面積及び収量拡大、エリアごとに有機と慣行を分ける。
紙マルチ田植え機、アイガモロボットなどの機械導入による省力化。

・有機農業推進大会の継続とPR活動の充実
消費者への理解醸成のため、内容ある大会運営を行う。
イベント集客力向上のため、生産者と連携した取組みを展開。

R6.12～有機米給食導入 天敵を利用したハウス栽培視察
              （高知県）

オーガニックスクール生の募集相談会

5.課題と来年度に向けて
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